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机
上
に
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
福
井
県

郷
土
誌
懇
談
会
（
福
井
県
立
図
書
館
）
が
出
版
し
た

新
書
版
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
と
昨
年
三
月
国

立
大
学
法
人
福
井
大
学
監
修
の
増
補
改
訂
版
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
同
名
の
書
の
二
冊
が
あ
る
。
後
者
は
初

版
本
よ
り
実
に
三
十
数
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
両
書
の
著
者
山
下
英
一
氏
は
グ
リ
フ
ィ
ス

著
『
明
治
日
本
体
験
記
』（
一
九
八
四
年
平
凡
社
刊
）

や
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』（
二
〇
〇
九
年
刊
）

等
グ
リ
フ
ィ
ス
関
連
の
四
冊
を
出
版
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
み
て
改
訂
新
版
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』

は
言
わ
ば
同
氏
の
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究
の
集
大
成
と
も

い
え
よ
う
か
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
は
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
理
学
科
に
在
学

中
、
同
大
学
に
留
学
中
の
横
井
小
楠
の
二
人
の
息
子

左
平
太
と
太
平
に
英
語
を
指
導
し
た
り（
慶
応
三
年
）、

福
井
藩
か
ら
同
大
学
に
派
遣
さ
れ
た
日
下
部
太
郎
に

ラ
テ
ン
語
を
教
授
し
て
い
た
（
明
治
元
年
）。
と
こ
ろ

が
、
日
下
部
は
明
治
三
年
四
月
留
学
半
ば
に
し
て
異

郷
の
地
で
客
死
し
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
か
ね
て
か
ら

俊
秀
日
下
部
に
瞠
目
し
て
お
り
、
自
ら
「
御
雇
」
と

し
て
日
本
に
赴
く
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
福
井
藩
へ
と

志
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

早
く
か
ら
洋
学
に
注
目
し
て
い
た
福
井
藩
主
松
平

春
嶽
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
藩
校
明
新
館
に

洋
書
習
学
所
を
開
設
し
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

に
は
瓜
生
寅
（
三ミ

寅ト
ラ

）
を
英
学
方
に
登
用
し
、
積
極

的
な
導
入
が
計
ら
れ
て
い
る
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
は
英
学
の
教
師
と
し
て
福
井
藩
に

招
聘
さ
れ
、「
化
学
と
物
理
」
を
担
当
し
た
。
福
井

に
赴
任
し
て
き
た
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三

月
四
日
で
、
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
、
福
井

藩
士
の
中
で
、「
雇
外
人
取
扱
方
」
に
任
用
さ
れ
た

の
は
佐
々
木
長
淳
（
権
六
）
で
あ
っ
た
。
当
時
四
十

歳
。
彼
は
大
砲
・
小
銃
を
設
計
し
た
り
、
西
洋
式
帆

船
一
番
丸
を
造
船
す
る
な
ど
科
学
技
術
に
卓
越
し
て

お
り
、慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
藩
命
で
渡
米
し
、

グ
リ
フ
ィ
ス
の
相
棒
と
し
て
は
最
適
の
人
物
で
あ
っ

た
。ま
た
、佐
々
木
長
淳
の
長
男
忠
次
郎
は
グ
リ
フ
ィ

ス
が
最
も
目
を
か
け
て
い
た
藩
校
明
新
館
の
生
徒
で

あ
っ
た
（
当
時
十
二
歳
、
後
に
東
京
大
学
理
学
部
教

授
）。
佐
々
木
親
子
と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
出
会
い
に
と

り
わ
け
注
目
し
た
い
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
が
着
任
後
直
ち
に
着
手
し
た
の
は
明

新
館
内
に
設
け
る
化
学
所
の
設
計
で
あ
り
、
同
時
に

化
学
の
教
科
書
の
編
集
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
グ

リ
フ
ィ
ス
は
日
常
生
活
の
中
で
「
散
歩
」
を
日
課
と

し
て
重
視
し
て
お
り
、
福
井
城
下
と
そ
の
周
辺
地
域

を
朝
・
昼
・
晩
随
時
散
策
し
、
簡
潔
な
が
ら
的
確
に

観
察
し
た
も
の
を
日
記
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
寺
社
の
祭
礼
や
芝
居
見
物
、
銭
湯
な
ど
得
難
い

行
事
や
風
俗
の
記
録
も
多
い
。

　

日
記
を
読
み
進
め
る
折
、
絶
え
ず
参
照
し
た
の
が

巻
末
の
年
譜
と
人
名
索
引
で
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
の
労
苦
の
結
晶
と
も
い

え
る
。
年
譜
は
、「
グ
リ
フ
ィ
ス
」・「
ア
メ
リ
カ
」・「
日

本
」・「
福
井
の
英
学
」
の
四
つ
に
分
け
て
年
次
別
に

関
係
記
事
を
収
め
て
い
る
。「
福
井
の
英
学
」
欄
は

福
井
英
学
史
年
表
と
し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ま
た
、「
人
名
索
引
」
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と

関
わ
り
の
あ
る
約
四
百
人
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

所
定
の
頁
を
検
索
す
る
こ
と
で
関
係
記
事
が
読
め
る
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五
十
八
巻
二
号

と
い
う
も
の
で
あ
り
、編
集
者
の
労
を
多
と
し
た
い
。

　

本
書
は
、「
１
．
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生
涯
」、「
２
．

お
雇
い
科
学
教
師
グ
リ
フ
ィ
ス
」、「
３
．
福
井
の

英
学
」、「
４
．
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
（
英
文
・
和
訳
）」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
グ
リ
フ
ィ
ス
に

傾
倒
し
て
き
た
研
究
の
厚
み
と
、
執
筆
の
労
苦
が
う

か
が
え
て
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
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